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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 108,290 5.7 5,739 △10.7 6,450 △5.9 4,906 △8.9

2024年３月期第３四半期 102,437 3.4 6,426 177.5 6,855 148.1 5,386 155.3

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 4,589百万円（△59.8％） 2024年３月期第３四半期 11,427百万円（20.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 187.23 －

2024年３月期第３四半期 181.52 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 154,454 102,559 63.3 3,729.28

2024年３月期 151,605 100,069 62.8 3,635.60

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 97,734百万円 2024年３月期 95,281百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 25.00 － 40.00 65.00

2025年３月期 － 40.00 －

2025年３月期（予想） 40.00 80.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 142,000 5.1 6,600 △12.7 7,400 △9.0 5,200 △18.6 198.42

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

詳細は、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 31,413,473株 2024年３月期 31,413,473株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 5,206,148株 2024年３月期 5,205,680株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 26,207,623株 2024年３月期３Ｑ 29,677,147株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料10ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（３）連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、ウクライナ情勢の長期化や中東情勢の緊迫化、北米の今後の政

策動向、欧州での景気失速懸念や中国経済の影響などにより先行き不透明な状況となりました。日本経済は、社会

経済活動の正常化が進み、雇用・所得環境が改善するなかで、物価上昇や金融資本市場の変動、海外景気の下振れ

リスクなどが懸念されながらも、緩やかな回復基調となりました。

国内発泡プラスチック業界におきましては、原材料価格高騰などの物価上昇による影響があり、水産・農業分野

向けでは需要回復の足踏み状態が継続し、自動車分野向けでは一部メーカーの生産・出荷停止の影響もあったこと

から、非常に厳しい状況となりました。

このような状況のもと当社グループは、新中期経営計画「Change for Growth 2026」をスタートし、３つの基本

コンセプトとして、「グループ全体の収益力強化」、「発泡樹脂製品による社会への貢献」、「経営基盤の強化」

を掲げ、資本収益性の向上、成長分野への経営資源の集中、環境対応型製品やプラスチック資源循環でのサステナ

ビリティ経営など、更なる企業価値向上に取り組んでおります。

当社グループの経営成績は、製品価格改定などにより売上高は前年同期を上回りました。営業利益は、付加価値

の高い製品の販売が減少したことなどにより前年同期を下回りました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、108,290百万円（前年同期比5.7％増）となりました。利

益面では、営業利益は5,739百万円（同10.7％減）、経常利益は6,450百万円（同5.9％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は4,906百万円（同8.9％減）となりました。

セグメントごとの経営成績を示すと、次のとおりであります。

第１四半期連結会計期間より、経営管理区分の変更に伴い、従来一般包材として「その他」に区分しておりまし

た子会社について、「押出事業」の区分に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当該変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したも

のを開示しております。

（押出事業）

食品容器用の発泡ポリスチレンシート「スチレンペーパー」を中心とした生活資材製品は、広告宣伝用ディスプ

レイ材「ミラボード」の販売は前年同期並みとなりましたが、食品トレー向け分野の販売は増加したことから売上

は増加しました。

産業用包装材やフラットパネルディスプレイ向けの発泡ポリエチレンシート「ミラマット」を中心とした産業資

材製品は、製品価格改定を進めましたが、需要の影響により付加価値の高い製品の販売は減少し、汎用製品及び一

般包材の販売も減少したことから売上は減少しました。

発泡ポリスチレン押出ボード「ミラフォーム」を中心とした建築土木資材製品は、土木分野向けの販売は減少し

ましたが、建築・住宅分野向けのミラフォームラムダやプレカット品などの高付加価値製品が増加したことから売

上は前年同期並みとなりました。

押出事業全体としては、販売は前年同期並みとなりましたが、製品価格改定などもあり売上は増加しました。利

益面では、産業資材製品及び土木分野向けの販売が減少したことにより減益となりました。

これらの結果、押出事業の売上高は37,447百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益は1,530百万円（同23.6％

減）となりました。

（ビーズ事業）

世界各国で製造販売している発泡ポリプロピレン「ARPRO」を中心とした高機能材製品は、非自動車分野は好調

に推移しましたが、自動車分野での需要の影響により販売は前年同期並みとなりました。売上につきましては、製

品価格改定などから増加しました。

地域ごとの販売数量概況は、国内では、非自動車分野は増加しましたが、自動車分野向けでは一部メーカーの生

産・出荷停止の影響により減少しました。北米では、自動車分野が減少しましたが、通い函などが好調に推移し前

年同期並みとなりました。南米では、自動車分野は増加しました。欧州では、HVAC向け需要の影響により減少しま

した。中国及び台湾では、包装材分野は増加しました。一方、東南アジアでは、包装材分野が減少しました。

発泡性ポリスチレン「スチロダイア」を中心とした発泡性ビーズ製品は、水産・農業分野などでの需要の影響に

より販売は減少したことから売上は減少しました。

ビーズ事業全体としては、販売は減少しましたが、製品価格改定などから売上は増加しました。利益面では、固

定費削減に努めたものの、人件費高騰の影響により減益となりました。

これらの結果、ビーズ事業の売上高は70,842百万円（前年同期比7.5％増）、営業利益は5,048百万円（同4.3％

減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,848百万円増加し154,454百万円となりま

した。流動資産は、2,132百万円増加し80,288百万円となりました。増加の主な要因は、現金及び預金が2,202百万

円減少したものの、受取手形及び売掛金が1,637百万円、電子記録債権が1,441百万円、原材料及び貯蔵品が1,344

百万円増加したことなどによるものです。固定資産は、716百万円増加し74,166百万円となりました。増加の主な

要因は、建設仮勘定が増加したことなどにより有形固定資産その他（純額）が1,705百万円増加したことなどによ

るものです。

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ358百万円増加し51,894百万円となりまし

た。流動負債は、1,452百万円増加し37,218百万円となりました。増加の主な要因は、短期借入金が2,300百万円増

加したことなどによるものです。固定負債は、1,094百万円減少し14,676百万円となりました。減少の主な要因

は、長期借入金が1,399百万円減少したことなどによるものです。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は102,559百万円、自己資本比率は前連結会計年度末

に比べ0.5ポイント増加し63.3％となりました。

　キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、増加要因である税金等調整前四半期純利益6,446百万円、減価償却費

5,829百万円などに対し、減少要因である売上債権の増加額2,965百万円、法人税等の支払額1,633百万円などによ

り、差引き6,206百万円の収入（前年同期比3,687百万円減少）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出6,173百万円などにより、6,776百万円の支出

（同1,396百万円増加）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増加額2,300百万円、長期借入れによる収入3,000百万円

に対し、長期借入金の返済による支出4,528百万円、配当金の支払額2,096百万円などにより、差引き1,895百万円

の支出（同4,867百万円減少）となりました。

　　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

2,772百万円減少し、11,880百万円となりました。
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売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想 （Ａ）
百万円

146,000

百万円

7,000

百万円

7,400

百万円

5,300

円 銭

202.23

今回修正予想 （Ｂ） 142,000 6,600 7,400 5,200 198.42

増減額 （Ｂ－Ａ） △4,000 △400 0 △100 －

増減率 （％） △2.7 △5.7 0.0 △1.9 －

（ご参考）前期実績

（2024年３月期）
135,051 7,563 8,127 6,391 221.83

前回発表予想 今回修正予想

原油価格（ドバイ）（米ドル／バーレル） 90 80

為　　替

円／米ドル 150 152

円／ユーロ 160 164

円／人民元 20.0 21.1

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社は、2024年10月31日に公表いたしました2025年３月期の連結業績予想について、以下の理由により修正いた

します。

①　産業用包装材やフラットパネルディスプレイ向けの発泡ポリエチレンシート「ミラマット」を中心とした産業

資材製品は、付加価値の高い製品の海外向け需要が落ち込んだことや、汎用製品の国内自動車向けの需要回復が

遅れたことにより、販売が減少する見込みです。また、世界各国で製造販売している発泡ポリプロピレン

「ARPRO」を中心とした高機能材製品は、国内の自動車分野において想定していたほど需要が回復せず、販売が

減少する見込みです。その結果、生産性向上や固定費圧縮などのコスト削減に努めておりますが、販売減少によ

る影響を吸収しきれず減益となる見込みです。

②　営業外損益は、為替の変動や金利の上昇に伴い、為替差益や受取利息が増加したことなどにより、営業外収益

の増加を見込んでおります。

　これらの結果、2025年３月期通期連結業績予想を次のとおり修正いたしました。

2025年３月期　通期連結業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日）

（前提条件）

（注）上記の業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績等は今後発生する様々な要

因により異なる可能性があります。

- 4 -

㈱ＪＳＰ（7942）　2025年３月期　第３四半期決算短信　　　　　



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,327 17,125

受取手形及び売掛金 31,216 32,853

電子記録債権 7,545 8,986

有価証券 120 120

商品及び製品 9,306 8,655

仕掛品 1,697 1,769

原材料及び貯蔵品 6,653 7,998

その他 2,465 2,958

貸倒引当金 △177 △179

流動資産合計 78,155 80,288

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,433 22,888

機械装置及び運搬具（純額） 20,698 20,642

土地 15,379 15,520

その他（純額） 6,154 7,859

有形固定資産合計 65,665 66,910

無形固定資産 1,627 1,129

投資その他の資産

投資有価証券 1,870 1,890

退職給付に係る資産 1,752 1,696

その他 3,147 3,157

貸倒引当金 △613 △618

投資その他の資産合計 6,156 6,125

固定資産合計 73,449 74,166

資産合計 151,605 154,454

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,167 12,314

電子記録債務 2,126 1,258

短期借入金 6,300 8,600

１年内返済予定の長期借入金 5,751 5,624

未払法人税等 701 471

賞与引当金 1,644 933

その他 8,073 8,016

流動負債合計 35,765 37,218

固定負債

長期借入金 10,964 9,565

退職給付に係る負債 946 996

資産除去債務 286 300

その他 3,572 3,814

固定負債合計 15,770 14,676

負債合計 51,536 51,894

純資産の部

株主資本

資本金 10,128 10,128

資本剰余金 13,405 13,405

利益剰余金 69,523 72,333

自己株式 △7,369 △7,369

株主資本合計 85,688 88,497

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 608 612

為替換算調整勘定 8,029 7,754

退職給付に係る調整累計額 954 870

その他の包括利益累計額合計 9,593 9,237

非支配株主持分 4,788 4,825

純資産合計 100,069 102,559

負債純資産合計 151,605 154,454
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 102,437 108,290

売上原価 75,496 80,458

売上総利益 26,941 27,831

販売費及び一般管理費 20,515 22,091

営業利益 6,426 5,739

営業外収益

受取利息 336 406

為替差益 － 101

持分法による投資利益 29 5

デリバティブ評価益 62 55

その他 308 338

営業外収益合計 737 907

営業外費用

支払利息 126 153

為替差損 66 －

自己株式取得費用 80 －

その他 34 43

営業外費用合計 308 196

経常利益 6,855 6,450

特別利益

固定資産売却益 22 63

子会社における送金詐欺回収益 59 8

特別利益合計 82 71

特別損失

固定資産売却損 8 7

固定資産除却損 33 67

特別損失合計 41 75

税金等調整前四半期純利益 6,895 6,446

法人税等 1,457 1,489

四半期純利益 5,438 4,956

非支配株主に帰属する四半期純利益 51 49

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,386 4,906

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

四半期純利益 5,438 4,956

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 229 5

為替換算調整勘定 5,821 △287

退職給付に係る調整額 △62 △84

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 5,988 △367

四半期包括利益 11,427 4,589

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11,114 4,550

非支配株主に係る四半期包括利益 313 38

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,895 6,446

減価償却費 5,550 5,829

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11 1

固定資産除売却損益（△は益） 19 12

受取利息及び受取配当金 △370 △441

支払利息 126 153

為替差損益（△は益） 52 △37

持分法による投資損益（△は益） △29 △5

子会社における送金詐欺回収益 △59 △8

自己株式取得費用 80 －

売上債権の増減額（△は増加） △4,271 △2,965

棚卸資産の増減額（△は増加） 455 △753

仕入債務の増減額（△は減少） 1,859 210

その他 66 △893

小計 10,363 7,548

利息及び配当金の受取額 360 436

利息の支払額 △126 △152

子会社における送金詐欺回収益 59 8

法人税等の支払額 △762 △1,633

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,894 6,206

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △4,508 △6,173

固定資産の売却による収入 46 277

固定資産の除却による支出 △22 △30

投資有価証券の取得による支出 △6 △7

定期預金の純増減額（△は増加） △356 △146

関係会社出資金の取得による支出 － △370

連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の取得によ

る支出
△544 －

その他 11 △324

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,380 △6,776

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,360 2,300

長期借入れによる収入 2,500 3,000

長期借入金の返済による支出 △3,620 △4,528

自己株式の取得による支出 △6,041 △0

配当金の支払額 △1,490 △2,096

非支配株主への配当金の支払額 △183 △219

リース債務の返済による支出 △288 △349

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,762 △1,895

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,406 △307

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △841 △2,772

現金及び現金同等物の期首残高 14,696 14,653

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,855 11,880

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成方法）

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　 (税金費用の計算)

　主として当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２押出事業 ビーズ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 36,564 65,873 102,437 － 102,437

セグメント間の内部売上高

又は振替高
76 718 795 △795 －

計 36,641 66,591 103,233 △795 102,437

セグメント利益 2,002 5,275 7,277 △851 6,426

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２押出事業 ビーズ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 37,447 70,842 108,290 － 108,290

セグメント間の内部売上高

又は振替高
94 646 740 △740 －

計 37,542 71,488 109,030 △740 108,290

セグメント利益 1,530 5,048 6,579 △839 5,739

（セグメント情報等の注記）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

（注）１　セグメント利益の調整額△851百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△861百万円とセグメ

ント間取引消去10百万円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない研究開発費及び共通費であ

ります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

（注）１　セグメント利益の調整額△839百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△848百万円とセグメ

ント間取引消去９百万円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない研究開発費及び共通費であ

ります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、経営管理区分の変更に伴い、従来一般包材として「その他」に区分しておりました

子会社について、「押出事業」の区分に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当該変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月７日

株式会社ジェイエスピー

（商号　株式会社ＪＳＰ）

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山本　道之

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 奥田　　久

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ジェイエスピー（商号　株式会社ＪＳＰ：以下

同じ）の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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